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食
べ
た
後
は
廃
棄
さ
れ
る
落
花

　
生
の
殻
ご
み
（
さ
や
）
。
さ
や
を

　
建
材
な
ど
に
使
え
る
板
に
再
生
す

　
る
技
術
を
開
発
し
た
日
本
大
学
生

　
産
工
学
部
（
習
志
野
市
）
が
、
生

　
産
量
世
界
第
2
位
の
イ
ン
ド
で
生

　
産
さ
れ
た
落
花
生
に
同
技
術
を
活

　
用
し
よ
う
と
、
イ
ン
ド
工
科
大
学

　
と
共
同
で
研
究
を
始
め
た
。
生
産

　
・
量
1
位
の
中
国
か
ら
も
関
心
が
寄

　
せ
ら
れ
て
お
り
、
技
術
が
確
立
さ

閤　れ
れ
ば
「
エ
コ
だ
け
で
な
く
商
業

　
と
し
て
も
成
り
立
つ
」
　
（
日
大
）

　
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

轍　
　
日
大
生
産
工
学
部
は
2
年
前

　
に
、
県
産
落
花
生
を
用
い
た
板
の

産

‘

覆口田
口類

蟹
ア
禽

成
型
技
術
を
県
産
業
支
援
技
術
研

究
所
（
千
葉
市
∨
と
共
同
で
開
発

し
、
特
許
を
出
願
し
て
い
る
。
廃

材
な
ど
を
活
用
し
た
パ
ー
テ
ィ
ク

ル
ボ
ー
ド
の
日
本
工
業
規
格
（
J

I
S
）
も
取
得
し
て
お
り
、
建
材

な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と

い
う
。

　
た
だ
、
同
学
部
の
高
橋
進
教
授

（
金
属
・
樹
脂
成
型
学
）
に
よ
る

と
、
板
は
細
か
く
砕
い
た
さ
や
に

接
着
剤
と
水
を
混
ぜ
、
熱
と
圧
力

を
加
え
て
作
ら
れ
る
が
、
生
産
地

域
や
品
種
に
よ
っ
て
特
徴
が
異
な

り
、
材
料
の
配
分
や
加
圧
の
度
合

い
な
ど
も
変
わ
っ
て
く
る
。
そ
の

た
め
、
イ
ン
ド
産
落
花
生
の
さ
や

を
県
産
と
同
一
の
条
件
下
で
成
型

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。

　
研
究
は
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野

を
両
大
学
が
同
時
並
行
で
進
め
、

よ
り
研
究
を
早
く
進
め
る
た
め
、

今
秋
に
も
互
い
に
研
究
員
を
派
遣

し
合
う
な
ど
す
る
。
来
年
度
末
ま

で
の
技
術
開
発
を
目
指
す
と
と
も

に
、
日
大
は
国
内
企
業
と
共
同
で

大
量
生
産
に
向
け
た
成
型
専
用
の

機
械
開
発
に
も
取
り
組
む
方
針

だ
』　
一
方
、
生
産
量
が
世
界
全
体
の

約
4
割
を
占
め
る
中
国
も
同
技
術

に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
高
橋
教

建材などに利用現地大学と共同研究

授
が
昨
年
に
国
際
会
議
で
中
国
・

青
島
を
訪
れ
た
際
、
現
地
で
商
業

ベ
ー
ス
で
の
話
を
打
診
さ
れ
、
マ

ス
コ
ミ
か
ら
も
取
材
を
受
け
た
と

い
う
。
中
国
で
技
術
を
導
入
す
る

場
合
、
イ
ン
ド
と
同
様
に
研
究
が

必
要
と
な
る
が
、
高
橋
教
授
は

「
中
国
で
落
花
生
が
生
産
さ
れ
て

い
る
の
は
海
に
近
い
地
域
が
多

く
、
製
品
の
運
輸
に
便
利
」
と
開

発
に
意
欲
的
だ
。
　
　
　
’

　
落
花
生
は
中
国
と
イ
ン
ド
で
世

界
の
半
分
以
上
の
生
産
量
を
占
め

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
技
術
が
確

立
さ
れ
れ
ば
資
源
の
有
効
活
用
と

産
業
の
両
面
で
貢
献
度
は
×
き

い
。
高
橋
教
授
は
「
将
来
的
に
国

際
規
格
の
取
得
を
目
指
し
、
製
品

を
世
界
中
で
流
通
さ
せ
た
い
」
と

し
て
い
る
。

判
を
含
め
、
党
の
名
誉
や
信
用

を
失
墜
す
る
よ
う
な
行
為
に
及

ん
だ
」
と
し
て
い
る
。
佐
藤
県

議
は
1
7
日
の
会
見
で
「
維
新
の

－
≧
り
女
蓑
廷
庁
匂
べ
5
」
‖
ド

感
じ
た
」
な
ど
と
述
べ
、
離
党

届
提
出
を
表
明
し
て
い
た
。
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